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１．事業概要 

市町村等が学校において実施する食品ロス削減に関する取組の実施を支援した。具体的には、群

馬県高崎市、千葉県市川市において、学校給食から発生する食品廃棄物の削減や再生利用に係る取

組に必要となる資材の作成の支援や当該取組の効果の定量的な把握の支援等を実施した。 

事業の実施に当たっては、各市町村等との調整、事業の実施状況の確認、事業の効果的な検証を実

現するためのコンサルティング、地域のメディア等を活用した効果的な広報及び関係者へのヒアリ

ングを行った。また、支援した市町村の取組を基にしたマニュアルの作成を行った。 

群馬県高崎市および千葉県市川市の事業概要は以下の通りである。 

 

図表 1 平成 31 年度実証事業の概要 

実施地域 

（実施主体） 

実施内容 実施費用 

群馬県高崎市 

（高崎市教育

部 健康教育課

箕郷学校給食

センター） 

○「学校給食 3R アクション」の実施 

①給食センター内における取組 

■調理時に発生する食品ロス・廃棄量の削減・リサイクル 

 カットの方法を変更し、廃棄率を減少。廃棄時

の調理残さの水切りによる重量削減も徹底 

 皮付きのまま調理・皮の有効利用 

 給食残さから堆肥をつくり、菜園にて利用 

■地域内の未利用食材の利用 

 生産者と連携し廃棄予定の玉ネギ・にんじん

を利用 

 納品期限「1／3 ルール」に該当する食品の給

食利用 

②モデル小学校 3校における食育・環境教育 

 食品ロスに関する情報発信（パンフレット・下

敷きの作成） 

 魚の食べ方講習・食品ロスを減らす調理実習

の実施 

906 千円 

千葉県市川市 

（市川市環境

部 生活環境整

備課） 

○「かしこくおいしく食べきりチャレンジ！」 

市内のモデル小学校 2校において、同一週の給食提供日 5日

間（月～金曜日）に、以下の取組を実施した。 

①食品ロスに関する座学・児童による取組目標の設定 

 1 日目（月）の朝学習の時間（15分間）に実施 

 本モデル事業で作成した学習冊子とビデオ教

材を活用 

②「食べきりの歌」等による給食時間中の啓発 

 全ての取組実施日（月～金）の給食時間に実施 

 本モデル事業で作成した「食べきりの歌」を活

用 

③チャレンジシートを用いた目標の振り返り 

 取組終了後に実施 

 本モデル事業で作成した学習冊子を活用 

1,834 千円 
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２．群馬県高崎市におけるモデル事業 

２.１ 事業の内容 

群馬県高崎市では、箕郷学校給食センターによる調理時の食品ロス削減（大人が取り組むもの）

と児童による食べ残しの削減を目指す「学校給食 3R アクション」を実施し、食品残さ量を計 5％

削減（前年度比）する目標を定めた。同取組で使用する教材は本モデル事業内で作成した。取組の

対象は箕郷学校給食センター内および小学校 3 校の全校児童（箕輪小学校 538 名、箕郷東小学校

456 名、東郷小学校 121 名。一部取組は特定の学年を対象。教材は教職員にも配布）である。 

「学校給食 3R アクション」の取組は、事業期間内の令和元年 9 月～令和 2 年１月までの期間

に、図表 2 の通りの内容で実施した。以下、各取組（「①給食センター内における取組」、「②「モ

デル小学校 3校における食育・環境教育」）の実施内容および使用した教材について述べる。 

 

図表 2 「学校給食 3R アクション」の取組概要 

取組内容 概要 実施タイミング 使用した教材等 
※本モデル事業で作成・使用 

①給食センター

内における取組 

・ 調理時のカット方法を変え、ま

た、野菜の皮も使用した調理に変

更することで調理残さを削減 

・ 大根の皮については地元加工施

設と連携し切り干し大根に加工 

事業実施前：調理

員との協議 

9月～：下処理変更 

10 月：皮付きにん

じんを試験提供 

11 月～：本格導入 

・ ピーラー 

・ 食材 

・ すくい網 

・ 給食残さを堆肥化し、給食用菜園

にて利用（栽培した野菜提供は来

年度より開始） 

11月～堆肥の利用 ・ 堆肥 

・ 地域農業者がこれまで廃棄して

いた野菜を購入し、給食食材と

して利用（通常の給食に追加） 

・ 環境配慮食品への理解を深める

ためジュースを使って講義 

9 月：玉ネギ提供 

11 月：にんじん提

供 

1月：カートカンり

んごジュース 

・ 規格外玉ネギ 

・ 規格外にんじん 

・ カートカンりんご

ジュース 

・ 納品期限の 1/3 ルール（図表 10
参照）に当てはまる食材を給食で

使用し、児童・保護者への周知や

食事の有効利用を実施 

10 月 30 日： 

第 1回目提供 

12 月 17 日： 

第 2回目提供 

・ チ キ ンナ ゲ ット

（12/5 賞味期限） 

・ 花形豆腐ハンバー

グ（3/11 賞味期限） 

②モデル小学校

3 校における食

育・環境教育 

・ 魚栄養、食べ方について伝える TT

授業を実施 

11/1 箕輪小 

11/5・6 箕郷東小 

12/16 東郷小 

・ 講義資料 

・ リユース食器 

・ 過剰除去について伝える調理実

習・家庭科の授業を実施 

9～11 月：箕輪小・

箕郷東小 5-6 年生 
― 

・ 地域生産者との交流実施 10/16 きゅうり 

11/26 小松菜 

11/29 増田和牛 

― 

・ 子ども・保護者の食品ロス削減意

識向上や給食センターの取組周

知のためパンフレットを作成 

10 月：制作 

11 月：全校配布 

・ 3R推進パンフレット

（1,200 部） 

・ 児童が描いた食品ロス削減の啓

発ポスターを募集し一部作品を

下敷きに加工・全校生徒に配布 

11 月：作品募集 

12～1 月：作品選

定・下敷きに加工 

・ 3R推進下敷き（1,200

部） 

振り返り・児童

による啓発実施 

・ 箕輪小学校における給食集会の

実施 

1 月～実施 
― 
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２.２ 取組① 給食センター内における取組 

高崎市箕郷学校給食センター（以下、箕郷給食センター）において、まずは、大人が食品ロス削

減に取り組む姿を見せることが重要と考え、地域内の食品ロスや、調理時に発生する食品ロス・食

品廃棄物量を減少するための各種取組を実施した。毎月発行する給食便りと共に児童・保護者へ

の情報発信も行った。 

２.２.１ 調理員による食品ロス・食品廃棄物削減の取組 

調理方法の変更等を通じて、食材の使い切りや廃棄される食品の重量の削減に取り組んだ。取

組にあたっては、事前に栄養士・調理員で協議を行って「給食事業における食品ロス削減への意

識」を明確にし、調理員の負担が少ない調理工程を模索しながら以下の取組を実施した。 

 廃棄野菜の水切りを徹底し、廃棄重量を削減 

 野菜下処理を見直し、過剰除去を防ぐカット方法を採用 

 廃棄していた野菜の皮も料理に使用 

（１）廃棄野菜の水切りの徹底 

皮むき（水を使用して皮むき）後の野菜は衛生面を考慮して、従来は即時廃棄していたが、専

用の水切りザルを導入し、廃棄野菜の水切りの徹底を実施した。 

 

図表 3 専用の水切りザルの導入（玉ねぎ残さの水切り） 

 
（出典）高崎市作成資料より抜粋 

（２）野菜下処理時の過剰除去の見直し 

調理員等が地域内の食品ロス削減調理講習会に出席して、可食部を可能な限り多く残す切り方

を学び、ピーマンや玉ねぎ等の野菜の下処理（カット）方法を変更することで、過剰除去を減ら

した。 

 

図表 4 カット方法の変更（例：ピーマン） 

 

（出典）高崎市作成資料より抜粋 
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（３）野菜の皮を利用 

これまで廃棄していたにんじんの皮を除去せず、目立つ汚れ等のみ除去した上で料理に使用し

た。児童の反応をみるため、まずは令和元年 10 月の 1 ヶ月間について、以下のような濃い色・

味の料理に使用した（試行期間）。令和元年 11月 7 日に実施した献立部会にて、反応を確認した

ところ、皮付きのままのにんじんであることに気がつかないまま食べてくれる児童も多く、児童・

教職員からも好評だったことが分かったため、その後も継続することとなった。 

 

図表 5 皮付きにんじんを使用した献立例（左：カレー、右：麻婆豆腐） 

  
（出典）高崎市提供写真 

 

また、大根の皮については、皮付きのまま調理するには不向きであったため、地域内加工所の

協力を得て切り干し大根に加工し、調理に使用した。 

以下のようにきんぴら等に使用し、給食便りでも児童・保護者に情報発信を行った。 

 

図表 6 野菜の皮の利用（切り干し大根の PR） 

 

（出典）高崎市箕郷学校給食センター 令和元年 12 月給食便りより抜粋 

 

 

  

１２月１７日の給食は「食品ロス削減を考えよう給食！」です

〇ごはん

〇牛乳
〇花形豆腐ハンバーグ

賞味期限が令和2年３月の商品です。

食品ロス削減法がスタートする前は賞味期限が迫っているために廃棄処分されて

いた商品ですが、安全性は保証され十分食べられる商品です。

これらの活動を通して以前の商慣習をなくしたいと考えています。

〇切り干し大根入りきんぴら

給食センターでむいた大根の皮をはるな郷の干ししいたけ加工所で切り干し大根

に加工していただきました。大根の皮には栄養があり、食品ロス削減だけでなく、

健康にも良いです。

〇田舎汁
大根の葉やにんじんの皮も活用した汁物です。
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２.２.２ 地域生産者と連携した規格外野菜の利用・リサイクルループの構築 

地域生産者と連携し、地域内で発生する廃棄予定の野菜（規格外品等）を積極的に給食食材とし

て使用するほか、給食残さを堆肥化し、給食食材の納品者（農林大学校）の給食食材用菜園にて使

用することで、リサイクルループの構築に向けた試行を実施した。そのほか、商習慣によって廃棄

されていた食品を購入し、給食に利用した。 

各取組の内容は以下の通りである。 

（１）廃棄予定の野菜の積極利用 

箕郷給食センターの立地は農業協同組合の食材配達域外であることと、地域農業者自身から食

材提供の申出があったため、地域農業者や八百屋から食材を調達していた。そのため、これまで

も、地域生産者と給食センターによる毎月の会議「ミサト育み給食会月例野菜会議」を実施し、

生育状況・市場の状況を確認しながら、可能な限り柔軟な仕入れの変更に対応していたが、さら

に積極的に規格外品等の利用を進めることとなった。 

本モデル事業においては、廃棄予定の玉ねぎとにんじんを購入し、給食の食材として使用した。

なお、ワレ等の不良箇所は泥が取り除きにくい等、給食への利用には適さない場合もあるため、

該当部分を除去して使用した。各品目を取り扱うこととなった経緯や、廃棄予定理由は以下の通

りである。 

 

図表 7 本モデル事業で購入した各品目の廃棄予定理由 

品目 給食食材に採用した経緯 廃棄予定であった理由 

玉ねぎ 

（9 月に購

入・給食へ

利用） 

・平成 30 年台風第 21 号が発生した

際、北海道の玉ねぎの収穫に影響が

出たため、仕入れ先の変更を強いら

れ、近隣の玉ねぎ農家 N氏に相談し

た。 

・相談時は、既に N氏の在庫はなかっ

たが、毎年、玉ねぎの廃棄が発生し

ていることを知り（右に記載した通

り）、次年度以降、廃棄予定の玉ね

ぎがあれば保管・給食食材としての

提供の検討を依頼していた。 

以下の理由から、従来廃棄されていた。 

【5～6月収穫の玉ねぎ】 

地域の収穫最盛期にあたり、収穫量が多い

ことから規格外品（サイズが規定と異なる

もの）に値がつきにくく、廃棄が発生。 

【9月以降収穫の玉ねぎ】 

生産量上位の北海道産玉ねぎが市場流通

し始め、価格競争となる。箕郷地区の玉ね

ぎの価格では、出荷経費（選別や袋詰め）

等で出荷すると赤字になるため廃棄。 

 

※箕郷地区の収穫最盛期は 5～6月 

※5～6月の廃棄予定量が多く、給食で利用

するためには気温が上昇する 8月以降、

保冷庫にて保管が必要 

にんじん 

（11月に購

入・給食へ

利用） 

・令和元年度に発生した暖冬の影響

により、例年よりも生育状況が良

く、肥大が進み、サイズ超過やワレ

の発生など、市場出荷の規格に適さ

ないものが多く発生した。 

以下の理由で廃棄予定であった。 

・サイズ超過による規格外品の発生（大き

いものでは、規格品の約 2倍の直径） 

・肥大化により、ワレが生じた。 

（以下写真参照） 
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図表 8 上：玉ねぎの保管時の様子 下：ワレやサイズ超過のにんじん 

 

  

（出典）高崎市作成資料より抜粋 

 

また、廃棄予定ではないものの、児童に環境に配慮した食品の選び方を学んでもらうため、ア

ルミを使用しておらず、リサイクルが容易なカートカンを使用したりんごジュースを提供し、栄

養士より児童に対して説明を実施した。 

 

（２）給食残さを利用した堆肥によるリサイクルループ構築の試行 

箕郷給食センターで発生した食品廃棄物は、群馬県内のリサイクルプラントにて飼料化・堆肥

化されている。食品資源の循環を促すため、近隣の農林大学校（給食食材の提供者の一つ）の小

松菜（露地栽培）に使用するための堆肥を導入した。収穫は来年度以降となるが、今後のリサイ

クルループの構築に向けた取組として実施した。 

同農林大学校にて学ぶ生産者は、後述する地域生産者との交流会にも出席し、児童との交流を

行ってしている。 
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（３）賞味期限間近の商品の活用 

商習慣によって、まだ食べられるにもかかわらず、廃棄されてしまっている食品を活用した。

当初、事業者から該当商品に関する情報提供があり、給食センターとしてできる取組の一つとし

て導入することとなった。 

食品ロス削減の日（10 月 30 日）にはチキンナゲットを、12 月 17 日の「食品ロス削減を考え

よう給食！」の日には花形豆腐ハンバーグについて、賞味期限切れ間近であり、従来は廃棄され

ていたこと、安全性を担保していることを発信した上で給食で提供した。 

 

図表 9 チキンナゲット、ハンバーグについてのお知らせ（下部は再掲） 

 

 
 

 
 

（出典）高崎市箕郷学校給食センター「給食便り」（10月号・12月号より抜粋） 

 

図表 10 （参考資料）1/3 ルールとは 

商慣習の一つとして、賞味期間の 1／3以内で小売店舗に納品する慣例、いわゆる

「1／3ルール」があり、この「1／3ルール」のもとでは、賞味期間の 1／3を超えて

納品できなかったものは、賞味期限まで多くの日数を残すにも関わらず、行き場がな

くなり廃棄となる可能性が高まります。 

（出典）農林水産省プレスリリース「食品ロス削減に向けた納品期限緩和の取組の進捗と今後の展開について」

https://www.maff.go.jp/j/press/shokusan/kankyoi/190412.html（2020 年 3 月 13 日アクセス） 
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給食センターでむいた大根の皮をはるな郷の干ししいたけ加工所で切り干し大根

に加工していただきました。大根の皮には栄養があり、食品ロス削減だけでなく、

健康にも良いです。

〇田舎汁
大根の葉やにんじんの皮も活用した汁物です。
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２.２.３ 取組②モデル小学校 3校における食育・環境教育 

箕郷給食センターが給食を提供している小学校 3 校において、食品ロスに関する啓発を実施し

た。主な取組内容は、給食だよりやパンフレットを活用した子ども・保護者への周知活動、児童が

主体の給食集会の実施、食育授業の実施となっている。各校で実施した主な取組内容・実施期間は

以下の通りである。 

図表 11 各モデル校における事業実施日程等 

学校名 全校児童数 取組の実施期間 

3 校共通 1,115 名 

令和元年 9月～ 

・規格外野菜、皮付き野菜の給食への利用 

令和元年 11 月 

・3R 推進パンフレットの配布 

令和元年 11 月～令和 2年１月 

・食品ロス削減啓発ポスターの募集・下敷き配布 

高崎市立 

箕輪小学校 
538 名 

（令和元年 5月：3年生へ事前アンケート） 

令和元年 11 月 1 日 

・魚の TT授業（3年生全員） 

令和元年 9～11 月 

・調理実習（6年生全員） 

・家庭科での授業（5年生全員） 

令和元年 11 月 26 日 

・生産者と交流（3年生全員：小松菜生産者） 

令和元年 11 月 29 日 

・生産者と交流（6年生全員：増田和牛生産者） 

令和元年 2月 3日 

・児童主体の啓発（給食集会） 

（令和 2年 2月：3年生へ事後アンケート） 

高崎市立 

箕郷東小学校 
456 名 

令和元年 10 月 16 日 

・生産者と交流（4年生全員：きゅうり生産者） 

令和元年 11 月 5-6 日 

・魚の TT授業（2年生全員） 

令和元年 9～11月 

・家庭科での授業（5年生全員） 

令和 2年 1月 20 日 

・栄養士から環境配慮食品に関する説明を実施 
高崎市立 

車郷小学校 
121 名 

令和元年 12 月 16 日 

・魚の TT授業（4年生全員） 

 

（１）給食だよりやパンフレットを活用した子ども・保護者への周知活動 

図表 12 の通り、モデル校の全児童及びその保護者（計 1,200 部）に対して、食品ロス削減に

向けた意識向上を促し、また、給食センターが食品ロス削減に向けて実施している取組紹介を記

載したパンフレットを作成した。パンフレットは 11 月に配布した。 

パンフレットには、箕郷給食センターが実施する調理工程で発生する食品ロスの発生抑制の取

組や、地産地消・リサイクル等の取組について紹介するほか、児童が保護者と話し合うきっかけ

となるように、買い物や料理の工夫点等についての質問・ヒントとなる回答例を掲載している。 
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図表 12 ３Ｒ推進パンフレット 

 

（出典）高崎市作成資料より抜粋 

 

また、児童が主体の情報発信を行うため、モデル校 3 校の全児童に対して、「給食からでるご

みを減らすためにできること」のポスターを募集した。令和元年 11 月から募集を開始し、12 月

に選定、1月に下敷きに加工して全児童に配布された。 

 

図表 13 下敷きのデザイン 

  

（出典）高崎市作成資料より抜粋 
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応募作品は高崎市箕郷支所に一定期間展示された。同場所は、箕郷小学校からも近く、保護者

が立ち寄り易い場所であることから、児童が保護者と共に展示を見学し、親子で食品ロスについ

て話す機会としても活用されたようである。 

 

図表 14 箕郷支所内の応募作品の展示（一部抜粋） 

   

（出典）高崎市提供 

 

（２）児童が主体の給食集会の実施 

本モデル事業の実施内容をうけて、児童で構成された給食委員会が主体となり給食から発生す

る食品ロスの削減に関しての啓発を実施した。 

詳細は、I.第１章２.３.２を参照されたい。 

 

（３）食育授業の実施 

各校にて、以下の取組を実施した。 

 TT 授業―魚について知ろう：魚の食べ方について魚納品業者から説明を実施 

 野菜の切り方について学ぶ調理実習又は家庭科の授業を実施 

 地域生産者との交流会の実施 

 

TT 授業は、魚が嫌いな児童が多い理由のひとつが、骨の位置が分からないことであると考えて

実施した授業である。魚の栄養素等の食べる意義を伝えながら、魚の食べ方を伝えた。 

図表 15 TT 授業の教材（一部抜粋） 

  

（出典）高崎市提供 
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また、調理実習・家庭科の授業は、箕郷給食センターが実施中の過剰除去を減らす方法を伝え

ることで、同センターが実施している取組や調理時の工夫により食品ロス削減ができることを伝

える授業である。箕輪小学校 6年生（全クラス）に対しては調理実習を通じて伝え、箕輪小学校・

箕郷東小学校の 5年生（全クラス）に対しては、家庭科の授業の中で同様の情報を伝えた。 

 

図表 16 TT 授業の教材（一部抜粋） 

  

（出典）高崎市作成資料より抜粋 

 

そのほか、地域生産者との交流も実施した。給食食材を納品している小松菜、増田和牛、きゅ

うりの生産者が小学校を訪問した。訪問日は各食材が給食の献立に使用される日とし、給食の前

に各生産者からの話を聞くことで、該当献立の完食を目指した。対象としたモデル校は箕郷東小

学校 4 年生（きゅうり）、箕輪小学校 3 年生（小松菜）、箕輪小学校 6 年生（増田和牛）である。 

 

図表 17 左：生産者と共に給食を食べる児童 右：小松菜について説明する生産者 

   

（出典）高崎市提供写真 
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２.３ 事業の進捗確認 

２.３.１ 現地訪問と打ち合わせの概要 

現地を 2 回訪問し、事業内容、効果測定方法等の打合せ、各取組の実施状況の確認を行った。

訪問日と打合せ等の内容は以下の通りである。これらの他、適宜電話・メール等で事業内容等につ

いて協議を行った。 

 

図表 18 現地訪問の実施概要（高崎市モデル事業） 

訪問日 議題・見学内容 

令和元年 9月 17 日（火） ○キックオフ・ミーティング 

・進捗/スケジュールの確認 

・事業実施状況の確認 

・費用の支払い手続きの説明 等 

令和 2年 2月 3日（月） 

 

※1 月中の実施を予定してい

たが、学校都合により延期 

○給食集会の見学・高崎市との打ち合わせ（箕輪小学校） 

・以下の取組の実施状況の見学 

①児童自らによる啓発の実施（食品ロスの劇・クイズ） 

②栄養士による食品ロス削減に向けた説明 

 

２.３.２ 食品ロス削減への取組実施状況の確認 

箕輪小学校の給食委員会が主体となり、令和 2 年 2 月 3 日（月）に、全校生徒が参加する朝会

にて啓発のための給食集会を行った。その給食委員による劇・クイズの実施や、栄養士による情報

発信を視察した時の様子をまとめる。 

（１）児童による劇・クイズ実施の様子 

1）見学の概要 

全校生徒が参加する朝会にて、本モデル事業の取組を踏まえた児童による発表の機会を設けた

（給食集会）。約10分間、給食委員会による食品ロス削減に向けた劇の発表とクイズを実施した。 

2）取組の様子 

給食集会では、5～6 年の給食委員 24 名が考えた、食品ロスを児童に知ってもらうための劇、

給食残菜の量をイメージしてもらうためのクイズ、給食残菜はどうなるか（肥料になる）という

クイズ等が盛り込まれていた。低学年も含む全校児童向けの内容であったため、給食を残さず食

べるために、現在どのくらいの給食の食べ残しが発生しているかについては児童が見慣れている

食缶で量のイメージを伝えたり、残した給食が食品ロスになるまでの過程について劇を交えて紹

介したり、全学年が理解しやすいようにしていた。 

劇の内容は児童自らが考え、企画に１ヶ月ほどをかけ、教職員・栄養士の助言を受けながらブ

ラッシュアップを重ねた。劇のまとめでは、給食委員会が今後行いたいと考えている 2点（各ク

ラスでの呼びかけ、お昼の放送での呼びかけ）を伝えて、「みんなのこさずきゅうしょくをたべよ

う！」とうメッセージで締めくくった。 
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図表 19 給食集会の劇の様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

（出典）MURC 撮影 

 

図表 20 児童が考えたクイズの実施（残菜量をイメージしてもらうためのクイズ） 

 
（出典）MURC 撮影 

（２）栄養士による食品ロスの啓発・これまでのモデル事業のとりまとめ 

1）見学の概要 

上記の給食集会のあと、本事業の取組を主導する一人である栄養士から、本モデル事業で実施

した取組の再紹介と、食品ロス啓発に寄与するメッセージを伝えた。 

2）取組の様子 

栄養士からは、給食の食品ロスにかかる本モデル事業の内容の紹介を実施した。 

図表 21 栄養士による説明の様子 

 

（出典）MURC 撮影 
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２.４ 効果測定の結果 

本モデル事業の効果測定として、残菜量の計量、ならびに児童・教職員に対する事後アンケート

による行動・意識の変化の把握等を行った。その集計結果の一部をそれぞれ記載する。（全ての集

計結果は巻末資料の高崎市報告資料に記載） 

２.４.１ 取組前・取組中の残食量の比較 

11 月から 12 月までは、残量調査を実施した。高崎市箕郷学校給食センターでは、給食残さを全

量リサイクルセンターに納品しているため、毎年給食の残菜量を把握している。一方で、同計測は

調理段階で発生する調理残さ（野菜くず）及び児童による食べ残しの両者を合算した数値であっ

ため、本モデル事業ではそれらを別で計測して、給食センター内（調理時）の削減量と、食べ残し

の削減量の両者を把握できるようにした。汁物などの水分は計量に含んでいない。 

平成 30 年度と令和元年度の同時期における食品廃棄量（リサイクルセンターへの納品量）を比

較すると、11月・12 月ともに前年比 10ポイント以上減少していることがわかる（図表 22）。 

11～12 月の合計をみると、前年比 86.8％（13.2 ポイント減）となっており、取組前の目標値で

ある「食品残さ量を計 5％削減（前年度比）」を達成することができた。 

 

図表 22 給食センターから排出される食品廃棄物量の推移（3校合計） 

 

（出典）高崎市作成資料より抜粋 

 

2 ヶ月間の計量結果は以下の通りである。11 月に実施した 3R 推進パンフレットの配布直後は、

約 1週間食べ残し量が減少する傾向にある。2ヶ月間を通してみると、全体的な減少傾向は確認で

きなかった。  

１１月 １２月 合計

平成３０年度（ｋｇ）　 1493.7 1279.8 2773.5

令和元年度（ｋｇ）　 1258.0 1148.2 2406.3

うち、給食残菜 805.5 760.5 1566.0

うち、野菜くず 452.5 387.7 840.3

前年比（％） 84.2% 89.7% 86.8%
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図表 23 食べ残し量の推移（3校合計 11 月 1 日～12月 25 日） 

 

（出典）高崎市作成資料より抜粋 

 

なお、12月 23 日の残食率が高い要因を担当者に聞いたところ、以下の回答を得た。 

 胃腸炎が流行した時期であり、49名の欠席者が発生している。 

 年末は出荷作業が停止する生産者から、予定量を上回る納品があり、全量を使用した。 

 食べ残しは水切りを行って、固形物の計量を行っているが、片栗粉が使用されている献立

があり、水分が通常よりも多く含まれていた可能性がある。 

 

調理残さについては、いずれの日も 1日あたり 40kg を下回る廃棄量となっている。最も少ない

日では 4.5kg のみとなっており、調理時の工夫や水切りの効果があらわれたと言える。 

 

図表 24 調理残さ量の推移（11 月 1 日～12月 25 日） 

 

（出典）高崎市提供写真 
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２.４.２ 事後アンケートによる行動・意識の変化等の把握 

本モデル事業の前後で、モデル校のうち、箕輪小学校の 3年生を対象にアンケートを実施した。

その集計結果を一部抜粋して記載する。 

 

（１）取組後の心情の変化 

本モデル事業の開始前である令和元年 5月 20 日～24日に実施したアンケートにおいて、給食

を残すか、苦手な食べ物があるか、苦手な食べ物が出た場合の対応等について把握している。 

その後、事業終了後の令和 2年 2月 3日に再度アンケートを実施し、同様の質問を、同一対象

に対して聞いた。結果をみると、「全部食べる」と回答した児童が 44.1％から 54.7％で 10.6 ポ

イント増加した。 

「全部食べる」と「半分は食べる」の合計も、69.5％から 72.0％と微増している。 

本モデル事業を通じて、児童が苦手な野菜も食べられるようになった、食べるように努力する

ようになった可能性が高い。 

 

図表 25 苦手な食べ物が出た際の対応    

  
（出典）高崎市資料より MURC 作成 

（２）各取組に対する児童の感想 

また、本モデル事業の各取組について、以下のような児童の感想が得られた。そのほか、教職

員からも、本モデル事業をきっかけに、児童に対する食べきりの声かけを実施したという意見が

得られた。 

 

図表 26 各取組後に実施した児童向けアンケートの感想抜粋    

TT 授業―魚について知ろう  地域生産者（増田和牛）との交流会 

・魚が苦手だったけど、骨がどこにあるかもわかっ

て油のこともわかったし頭が良くなることもわ

かったので魚のことがもっと好きになりました。 

・魚を食べるように頑張りました。家族に話をした

ら「すごいね」と言ってくれました。 

・骨がある場所や食べ方を知れたので食べやすくな

りました。 

 ・牛の命を頂いているから残さず食べ

ようと思いました。 

・（生産者の）牛に対しての思いと食べ

物の大切さが学べました。 

（出典）高崎市資料より抜粋、一部編成・漢字に修正 

54.7%

44.1%

17.3%

25.4%

24.0%

20.3%

4.0%

6.8%

0.0%

3.4%

事後

(n=75)

事前

(n=59)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①全部食べる ②半分は食べる ③一口だけ食べる ④食べない 未回答
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（３）給食センター内での取組に対する調理員の感想 

本モデル事業において実施した、給食センター内での過剰除去を減らす取組について、調理員

からは以下の感想が得られた。取組前に協議を重ね、調理員の負担を配慮して取り組んだ結果、

円滑に協力が得られ、調理員の食品ロスに対する意識変革にもつながったと言える。 

 

図表 27 調理員からの感想抜粋 

・始めは正直、面倒な印象もありました。しかし、切り方の変更により子ども達に多くの食材

を提供できると思うと頑張れました。 

 

・食品ロスの問題は時代の流れの中で必要なことだと思います。 

 今までは調理する方ばかりに気をとられていましたが、今回の取り組みから廃棄を少なく

することにも配慮するようになりました。計量もしているので廃棄量減少が明確にわかり、

努力の成果もわかるのでやりがいにもつながります。 

 

・今回の取り組みのために試作や話し合いをたくさん行いました。 

 結果、ピーマンなどは単に廃棄を減らすだけでなく、種の飛びちりを無くし調理場内を汚す

ことなく作業ができる形になりました。皆で話し合い、次に試行、出来ることから少しずつ

取り入れて納得して行うことが出来ました。 
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３．千葉県市川市におけるモデル事業 

３.１ 事業の内容 

千葉県市川市では、学校における 3R を題材とした食育・環境教育活動の促進および「もったい

ない」という気持ちの醸成のため、「かしこくおいしく食べきりチャレンジ！」を実施した。同取

組で使用する教材は本モデル事業内で作成した。なお、本取組は市立小学校 2 校の全校児童（大

柏小学校 743 名、塩焼小学校 880 名）を対象として実施した。 

「かしこくおいしく食べきりチャレンジ！」は、同一週の給食提供日 5日間（大柏小学校 令和

元年 12 月 16 日（月）～20 日（金）、塩焼小学校 令和元年 12 月 9 日（月）～13日（金））に、図

表 2の通りの内容で実施した。以下、各取組（「①座学・児童による取組目標の設定」、「②「食べ

きりの歌」等による給食時間中の啓発」、「③チャレンジシートを用いた振り返り」）の実施内容お

よび使用した教材について述べる。 

 

図表 28 「かしこくおいしく食べきりチャレンジ！」の取組概要 

取組内容 概要 実施タイミング 
使用した教材 

※本モデル事業で作成 

①座学・児童によ

る取組目標の設定 

・ 市川市での食品ロスの発生

状況、給食作りに携わる

人々等に関する座学を実施 

・ 座学の時間の最後に、児童

が取組実施期間中（5日間）

に取組む目標を考案。学習

冊子の最終ページにある

「かしこくおいしく食べき

りチャレンジシート」（以

下、チャレンジシート）に

記載 

取組 1 日目の朝学

習の時間（15分間） 

・ 学習冊子 

・ ビデオ教材 

②「食べきりの歌」

等による給食時間

中の啓発 

・ 市川市在住のタレント・

ミュージシャン（JAGUAR さ

ん）が食べ物の大切さ等を

呼び掛ける「食べきりの歌」

を昼の校内放送で放送 

・ 食品ロス削減の取組を促す

メッセージを、昼の校内放

送で放送（1 日目のみ） 

取組 1～5 日目の

給食時間 

・ 食べきりの歌 

・ 学習冊子（チャレ

ンジシートのみ） 

③チャレンジシー

トを用いた目標の

振り返り 

・ 取組終了後、①で取組目標

を記入したチャレンジシー

トを用いて振り返りを実施 

・ 振り返りを行ったチャレン

ジシートは、シールを貼っ

て返却 

取組終了後 ・ シール 

・ 学習冊子（チャレ

ンジシートのみ） 
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３.１.１ 取組① 座学・児童による取組目標の設定 

モデル校で毎朝実施している朝学習の時間（15 分間）を利用して、学級担任教諭の指導の下、

食品ロスに関する座学および児童自身による取組目標の設定の時間を設けた。 

（１）食品ロスに関する座学 

学級担任より、以下のテーマについて児童への説明を行った。授業の流れとしては、初めに以下

の内容について、板書および学習冊子の前半部分を用いて説明を行った後、クイズやインタビュー

映像等を交えたビデオ教材を見せ、児童の理解の深化をはかった。 

 食品ロスについて（食品ロス発生に伴う問題、市川市における食品廃棄物の発生状況等） 

 給食に含まれる栄養（給食の材料の紹介、食品の栄養と接種によるメリット等） 

 給食づくりに携わる人々（調理員・栄養教諭等の役割紹介、児童の健康への願い等） 等 

 

以下に学習指導案（指導過程と板書計画）、および教材（学習冊子の前半部分）のイメージを掲

載する。 

 

図表 29 学習指導案（指導過程） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）市川市作成資料より抜粋 
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図表 30 学習指導案（板書計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）市川市作成資料より抜粋 

 

図表 31 学習冊子の内容 
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（出典）本モデル事業の一環として市川市が作成 

（２）児童による取組目標の設定 

上記の座学の終了後、担任教諭からの説明の下、学習冊子の後半部分に掲載されている「食べ

きりチャレンジシート」（以下、チャレンジシート）に、各児童が取組期間中（月から金曜日の 5

日間）に給食由来の食品ロスを減らすために取り組みたい目標を記載した。その後、数名の児童

が自分の目標をクラス全体に発表した。なお、目標の内容は必ずしも完食に関するものに限定せ

ず、無理のない範囲で目標を設定し、それを実行することが重要であることを強調した。 

また、本チャレンジシートには、目標の達成状況を、取組を実施する 5日間にわたって毎日記

載する欄があるため、その使用方法をあわせて説明した。チャレンジシートの内容は、図表 31

（学習冊子）の P.6～7および裏表紙の通り。 

 

３.１.２ 取組② 食べきりの歌等による給食時間中の啓発 

市川市在住のタレント・ミュージシャンとして活動する「JAGUAR さん」が、食べ物の大切さ等

を呼び掛ける食べきりの歌（曲名：たいせつに食べてね！！）を作成し、給食時間中に毎日放送し

て児童の啓発を行った。同楽曲の歌詞は、具体的な食材の名前を取り上げながら、食品が含む栄養

や食べ物に対する感謝の心について触れたものである。 

また、取組 1 日目には、食品ロス削減の取組を促すメッセージを昼の校内放送で放送した。同

メッセージは、市川市が作成した原稿を基に作成され、放送委員の児童によって読み上げられた。 
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３.１.３ 取組③チャレンジシートを用いた振り返り 

取組期間の終了後、全校児童が、取組に参加した感想および今後食品ロスを減らすために実施

したい取組を、チャレンジシートの下部に設けた欄に記入した。 

チャレンジシートは回収し、本事業で作成したシールを貼り付けて返却した。このシールは、児

童が食品ロスの削減の取組を楽しみながら実施できるようにすることを目的に作成したもので、

画像は食べきりの歌を制作した「JAGUAR さん」から提供を受けた顔写真、並びに市川市清掃キャ

ラクターの「キラリン・ピカリン」のイラストを用いた。 

 

図表 32 シールのイメージ およびチャレンジシートを用いた振り返りの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）市川市作成資料より抜粋  
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３.２ 事業の進捗確認 

３.２.１ 現地訪問と打ち合わせの概要 

現地を 2 回訪問し、事業内容、効果測定方法等の打合せ、各取組の実施状況の確認を行った。

訪問日と打合せ等の内容は以下の通りである。これらの他、適宜電話・メール等で事業内容等につ

いて協議を行った。 

 

図表 33 現地訪問の実施概要（市川市モデル事業） 

訪問日 議題・見学内容 

令和元年 9月 12 日（木） ○キックオフ・ミーティング 

・進捗/スケジュールの確認 

・事業実施状況の確認 

・費用の支払い手続きの説明 等 

令和元年 12 月 9 日（月） ○食品ロス削減への取組実施状況の確認（塩焼小学校） 

・以下の取組の実施状況の見学 

①座学・児童による取組目標の設定 

②「食べきりの歌」等による給食時間中の啓発 

 

３.２.２ 食品ロス削減への取組実施状況の確認 

塩焼小学校では、令和元年 12月 9日（月）～13日（金）の 5日間、「３.１事業の内容」で記載

した 3つの取組（①座学・児童による取組目標の設定、②「食べきりの歌」等による給食時間中の

啓発、③チャレンジシートを用いた目標の振り返り）を実施した。 

取組 1日目である 12 月 9日（月）に同小学校を訪問し、取組「①座学・児童による取組目標の

設定」および「②「食べきりの歌」等による給食時間中の啓発」の視察した時の様子をまとめる。 

（１）取組①座学・児童による取組目標の設定の実施の様子 

1）見学の概要 

塩焼小学校 1年 4組における取組の様子を見学した。当日は、同学校で毎朝実施されている学

習の時間（8:25～8:40）の時間を活用して本モデル事業の取組を実施した。 

2）取組の様子 

担任教諭による指導の流れは図表 29（学習指導案）に記載の通りであり、学習冊子とビデオ

教材を用いて食品ロス問題等に関する説明の後、児童自身が取組目標を設定する時間を設けた。 

担任教諭による指導は、児童に学んだ内容や意見の発表を随時促す形で実施された。例えば、

ビデオ教材の再生後には、挙手で児童に学んだことを発表させて、その要点を担任教諭が黒板に

書き出すなど、双方向性のある形で実施された。また、目標の設定を促す場面では、絶対に食べ

きらなければならないわけでは無いという旨を強調し、児童が取組に対して感じる可能性のある

プレッシャーを軽減させた。 

児童の反応については、動画で紹介される生ごみの量に驚いており、また、動画のメッセージ

が何であったかを担任教諭から聞かれた際にしっかりと回答できており、低学年ながら本モデル

事業の意図が的確に伝わっている様子が確認できた。 
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図表 34 座学の様子（市川市モデル事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）市川市提供写真 

 

（２）取組②「食べきりの歌」等による給食時間中の啓発 

1）見学の概要 

給食時間中に塩焼小学校を再度訪問し、食べきりの歌および昼の放送における食品ロス削減の

メッセージに対する児童の反応を確認した。見学は廊下から各教室の中を見る形で実施した。 

2）取組の様子 

給食の配膳の時間と重複していたこともあり、児童の放送に対する意識をはっきりと確認する

ことは困難であったが、一部の児童について、放送に耳を傾けている様子が確認できた。 

市の担当者からは、今後同様のアプローチで啓発を行う場合に考えられる効果的な方法として、

事前に担任教諭等から食べきりの歌の放送がある旨を児童に説明していただくこと、歌詞を児童

に配布することが考えられるとのコメントを得た。 

 

３.３ 効果測定の結果 

本モデル事業の効果測定として、残渣率の比較、ならびに児童に対する事後アンケートによる

行動・意識の変化の把握等を行った。その集計結果の一部をそれぞれ記載する。（全ての集計結果

は巻末資料の市川市報告資料に記載） 

３.３.１ 取組前・取組中の残渣率の比較 

市川市立の小学校においては、給食の残渣率を品目別に全校レベルで毎日算出しており、各小

学校から同データの提供を受けて以下の集計を実施した。 

大柏小学校においては、全ての品目の残食率がほぼ同じ傾向で推移しており、「食べきりチャレ

ンジ」実施期間に入ってからは全体的に微減する傾向であった。なお、同小学校においては実施期

間中に複数のクラスで学級閉鎖があり、出席児童数に対して給食の提供量が多くなってしまった

日があったことから、通常よりも残渣率が高くなりやすい状況にあったことに留意が必要である。 
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図表 35 残食率の推移（大柏小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、塩焼小学校では、食品カテゴリによって残食率の推移傾向は異なる。「主食」については

特に振れ幅が大きく、特に残渣率の高い日の献立はいずれも混ぜご飯（きつねご飯、あさりご飯）

であった。 

図表 36 残食率の推移（塩焼小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

混ぜご飯の残食率が高い理由を同小学校の担当者に確認したところ、以下の回答を得た。 

 混ぜご飯に混ぜ込む食材を苦手にしている児童が一定数いるため、混ぜご飯を出した日の

主食の残渣率は高くなる傾向にある。 
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３.３.２ 事後アンケートによる行動・意識の変化等の把握 

「かしこくおいしく食べきりチャレンジ！」の実施後、モデル校の全校生徒を対象にアンケー

トを実施した。その集計結果を一部抜粋して記載する。 

 

（１）取組前後での食べ残し量の増減 

「食べきりチャレンジ」実施後、実施前に比べて食べ残しの量が減ったと思うかどうか尋ねた。 

低学年（1～3年生）においては、「食べ残しが減った」（48.3%）の選択率が最も高く、「もとも

と食べ残しはしていない」（38.1%）、「同じくらい食べ残しをしている」（11.3%）、「食べ残しが増

えた」（2.1%）と続く。 

高学年（4～6年生）においては、「もともと食べ残しはしていない」（51.1%）、の選択率が最も

高く、「食べ残しが減った」（39.0%）、「同じくらい食べ残しをしている」（8.4%）、「食べ残しが増

えた」（0.4%）と続く。 

 

図表 37 取組前と比べて食べ残しの量が減ったか（単一回答） 

 

    低学年（1～3年生）              高学年（4～6年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

もともと食べ

残しはしてい

ない

38.1%
食べ残しが

減った
48.3%

同じくらい食

べ残しをして

いる

11.3%

食べ残しが増

えた
2.1%

無回答
0.1%

（N=700）

もともと食べ

残しはしてい

ない

51.1%

食べ残しが

減った

39.0%

同じくらい食

べ残しをして

いる

8.4%

食べ残しが増

えた

0.4% 無回答

1.1%

（N=761)
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（２）特に印象に残った取組 

本モデル事業で実施した取組の中で、特に印象に残ったものを尋ねた。 

低学年においては、最も印象に残ったのは「ビデオ教材を用いた座学」（51.4%）であり、「学習

冊子を用いた座学」（41.4%）、「食べきりの歌の放送」（22.3%）と続く。 

高学年においては、「学習冊子を用いた座学」（39.3%）と「ビデオ教材を用いた座学」（39.2%）

がほぼ同値であり、「食べきりの歌の放送」（17.6%）が続く。 

両者を比較すると、「特にない」以外の選択肢、特に「ビデオ教材を用いた座学」と「食べきり

の歌の放送」については低学年でより選択率が高く、特に映像・音声を用いた情報提供が効果的

であったと考えられる。 

 

図表 38 特に印象に残った取組（複数回答） 

 

     低学年（1～3年生）              高学年（4～6年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）取組後の心情の変化 

本モデル事業の取組を実施したことで、どのような心情の変化があったか尋ねた。 

低学年においては、最も印象に残ったのは「給食を残さず食べようと思うようになった」（55.7%）

であり、「栄養士や調理員に感謝して食べるようになった」（48.4%）、「食べ物に含まれている栄養

について考えるようになった」（35.4%）と続く。 

高学年においては、最も印象に残ったのは「給食を残さず食べようと思うようになった」（46.9%）

であり、「栄養士や調理員に感謝して食べるようになった」（36.5%）、「食べ物に含まれている栄養

について考えるようになった」（21.8%）と続く。 

両者を比較すると、「前とあまり変わりない」の選択肢が高学年では 8.4 ポイント高く、その

他の選択肢においては低学年が 8.8～13.6 ポイント高いことから、本アンケート結果からは、低

学年においてより大きな心情の変化が生じたと考えられる。 
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図表 39 取組後の心情の変化（複数回答） 

 

低学年（1～3年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高学年（4～6年生） 
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４．マニュアルの作成 

群馬県高崎市、千葉県市川市のモデル事業の概要・実施までの流れ・コスト等を取りまとめ、「自

治体職員のための学校給食の食べ残しを減らす事業の始め方マニュアル」（平成 29 年度に本事業に

て作成、平成 30 年度更新）の事例集に挿入した。 

  

群馬県高崎市 
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参考資料 

 

 

モデル自治体（群馬県高崎市、千葉県市川市）による事業実施報告資料 
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